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は
じ
め
に

　

安
政
期
の
幕
府
政
治
を
ゆ
り
動
か
し
た
の
は
、
将
軍
継
嗣
問
題
を
め
ぐ
る　

改
革
派
と
も
い
う
べ
き
老
中
阿
部
正
弘
や
海
防
掛
目
付
層
、
あ
る
い
は
福
井
藩

主
松
平
慶
永
な
ど
雄
藩
大
名
を
中
心
と
す
る
一
橋
派
と
、
守
旧
的
傾
向
の
強
い

溜
間
詰
大
名
を
中
心
と
し
た
南
紀
派
の
対
立
で
あ
る
。
と
同
時
に
、
こ
の
時
期

の
幕
府
の
改
革
を
担
っ
た
相
対
的
に
開
明
的
な
海
防
掛
目
付
層
と
や
や
保
守
的

な
同
勘
定
奉
行
の
対
立
も
幕
府
政
治
に
影
響
を
与
え
た
。
幕
府
の
蝦
夷
地
政
策

も
、
幕
府
の
改
革
政
治
の
一
環
だ
っ
た
だ
け
に
、
こ
れ
ら
の
対
立
と
深
く
関
っ

て
い
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
守
旧
的
な
溜
間
詰
大
名
の
筆
頭
で
あ
る
井
伊
直
弼
が
大
老
と
な

り
、
幕
府
権
力
を
握
る
や
、
幕
府
政
治
は
一
変
し
た
。
当
然
、
蝦
夷
地
政
策
も

大
き
な
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
点
に
注
目
し
な
が
ら
、
安
政
期
の
幕
府
に
よ
る
蝦
夷
地
政
策
を

検
討
し
よ
う
と
す
る
の
が
本
論
の
ね
ら
い
で
あ
る
。

　

一
、
函
館
奉
行

　

一
八
五
三
（
嘉
永
六
）
年
六
月
、
ア
メ
リ
カ
の
ペ
リ
ー
が
大
統
領
の
国
書
を

携
帯
し
浦
賀
に
来
航
し
た
。
そ
の
一
ヶ
月
後
、
ロ
シ
ア
使
節
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
が

長
崎
に
来
て
、
開
国
通
商
と
と
も
に
、
北
方
に
お
け
る
日
露
国
境
の
画
定
を
要

求
し
、
翌
年
二
月
か
ら
始
ま
っ
た
日
米
和
親
条
約
締
結
交
渉
の
過
程
で
、
箱
館

開
港
が
重
要
な
懸
案
と
な
っ
た
こ
と
は
、
幕
府
に
対
し
て
北
方
、
と
く
に
蝦
夷

地
経
営
に
関
心
を
深
め
さ
せ
た
。
そ
し
て
、
当
時
の
阿
部
正
弘
政
権
は
積
極
的

な
蝦
夷
地
政
策
を
展
開
す
る
こ
と
に
な
る
。
日
米
和
親
條
約
で
箱
館
開
港
が
決

定
す
る
や
阿
部
政
権
は
一
八
五
四
（
安
政
元
）
年
六
月
、
箱
館
お
よ
び
そ
の
周

辺
の
上
知
と
箱
館
奉
行
を
お
き
、
本
格
的
な
蝦
夷
地
政
策
に
の
り
だ
す
こ
と
に

な
る
。

　

そ
し
て
、
箱
館
奉
行
に
勘
定
吟
味
役
竹
内
保
徳
、
目
付
堀
利
熙
を
任
命
し
た
。

一
八
五
六
年
勘
定
吟
味
役
村
垣
範
正
が
こ
れ
に
加
わ
る
。
彼
等
は
当
時
出
世
コ

ー
ス
を
歩
ん
で
き
た
能
吏
で
あ
り
、
と
く
に
堀
は
目
付
岩
瀬
忠
震
、
同
永
井
尚

志
と
と
も
に
、
幕
臣
三
傑
と
称
さ
れ
た
逸
材
で
、
阿
部
の
信
任
が
厚
く
、
政
策

遂
行
に
あ
た
っ
て
重
要
な
役
割
を
演
じ
た
。
の
み
な
ら
ず
、
奉
行
配
下
の
属
吏

の
な
か
に
も
、
支
配
組
頭
河
津
三
郎
太
郎
、
組
頭
勤
方
向
山
源
太
夫
、
御
勘
定

格
・
徒
目
付
平
山
譜
次
郎
ら
注
目
す
べ
き
人
物
が
い
た
。
河
津
・
平
山
は
阿
部

政
権
の
柱
石
と
も
い
う
べ
き
岩
瀬
に
認
め
ら
れ
て
抜
擢
さ
れ
、
彼
の
強
い
影
響

力
を
受
け
て
い
た
。
向
山
は
、
勝
海
舟
に
学
問
・
見
識
と
も
に
す
ぐ
れ
た
能
吏

と
し
て
認
め
ら
れ
て
お
り
、
ペ
リ
ー
来
航
当
時
、
積
極
的
な
交
易
策
を
主
張
し

安
政
期
幕
府
の
蝦
夷
地
政
策
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た
数
少
な
い
幕
吏
の
一
人
で
あ
る
。
こ
う
し
て
み
れ
ば
、
箱
館
奉
行
以
下
箱
館

方
役
人
の
中
心
は
、
阿
部
に
よ
っ
て
抜
擢
さ
れ
た
、
時
局
に
柔
軟
な
対
応
力
を

持
つ
能
吏
で
、
彼
等
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
た
蝦
夷
地
政
策
は
、
幕
府
に
よ
る
安

政
改
革
の
一
翼
を
担
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

　

堀
は
箱
館
奉
行
に
任
命
さ
れ
た
直
後
の
一
八
五
四
年
九
月
、
平
山
謙
次
郎
が

起
草
し
た
草
案
に
手
を
入
れ
て
、
蝦
夷
地
統
治
の
基
本
的
構
想
を
老
中
に
上
申

し
た
。
平
山
は
安
政
三
年
、
岩
瀬
が
外
国
と
交
易
し
、
富
国
強
兵
策
を
行
う
べ

し
と
老
中
に
上
申
し
た
際
に
は
そ
の
草
案
を
書
い
て
い
る
の
で
、
か
な
り
の
文

才
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
さ
て
、
堀
の
上
申
書
で
は
そ
こ
で
は
、
外
国
に
対

す
る
海
防
強
化
と
い
う
観
点
か
ら
、
幕
府
の
み
な
ら
ず
、
諸
藩
の
軍
事
力
強
化

が
必
要
で
あ
る
と
し
つ
つ
も
、
諸
藩
の
軍
事
力
強
化
は
、
相
対
的
に
幕
府
権
力

の
弱
体
に
連
る
と
的
確
に
予
知
し
、
国
防
上
の
み
な
ら
ず
、
幕
府
権
力
の
強
化

と
い
う
観
点
に
立
っ
た
蝦
夷
地
政
策
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
。
と
こ
ろ
で
、
松

前
藩
が
蝦
夷
地
の
防
備
に
は
堪
え
る
こ
と
が
出
来
ず
、
蝦
夷
地
の
上
知
は
不
可

避
で
あ
る
と
し
、
そ
の
後
の
統
治
方
式
と
し
て
は
、
一
部
に
あ
る
有
力
諸
藩
へ

の
分
割
統
治
案
を
排
し
、
幕
府
に
よ
る
直
轄
支
配
の
必
要
性
を
強
調
し
た
。
さ

ら
に
、
従
来
ま
で
の
蝦
夷
地
経
営
を
支
え
て
き
た
商
人
に
よ
る
場
所
請
負
制
度

に
触
れ
、
彼
等
の
ア
イ
ヌ
に
対
す
る
不
当
な
扱
い
が
、
蝦
夷
地
統
治
の
不
安
定

に
連
な
る
と
し
て
、
そ
の
再
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
説
い
た
。

　

二
、
蝦
夷
地
上
知
問
題

　

堀
の
こ
の
よ
う
な
構
想
は
彼
自
身
が
目
付
出
身
で
あ
り
、
目
付
岩
瀬
と
親
交

が
厚
く
、
ま
た
、
岩
瀬
の
腹
心
で
あ
る
平
山
謙
次
郎
の
起
草
し
た
も
の
で
あ
る

と
い
う
経
緯
か
ら
し
て
、
岩
瀬
な
ど
目
付
層
の
意
見
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
み

る
こ
と
が
十
分
に
可
能
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
幕
府
直
轄
統
治
か
、
諸
藩
へ
の

分
割
か
、
あ
る
い
は
従
来
通
り
の
松
前
藩
の
支
配
か
と
い
う
統
治
方
式
の
あ
り

方
は
、
蝦
夷
地
経
営
の
根
幹
に
触
れ
る
重
要
な
問
題
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て

決
定
に
は
困
難
が
予
想
さ
れ
た
が
、
は
た
せ
る
か
な
、
上
知
問
題
と
そ
の
後
の

支
配
方
式
を
め
ぐ
っ
て
、
幕
府
内
に
意
見
の
対
立
が
生
じ
た
。
そ
の
点
で
、
安

政
元
年
の
暮
か
ら
、
翌
年
正
月
に
か
け
て
の
幕
府
に
お
け
る
最
も
重
要
な
議
題

が
、
こ
の
蝦
夷
地
問
題
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
の
は
示
唆
的
で
あ
る
。

　

海
防
参
与
で
あ
っ
た
徳
川
斉
昭
は
全
領
の
完
全
上
知
を
主
張
し
、
堀
等
は
松

前
城
下
だ
け
は
従
来
か
ら
の
経
済
的
権
利
を
保
障
す
る
た
め
松
前
氏
に
残
し
、

そ
れ
を
除
い
た
東
西
蝦
夷
地
一
円
の
上
知
を
説
い
た
。
こ
れ
に
対
し
、
勘
定
奉

行
・
同
吟
味
役
は
上
知
案
に
原
則
的
に
賛
成
し
つ
つ
も
、
松
前
氏
に
与
え
る
代

替
地
で
か
な
り
の
困
難
が
予
想
さ
れ
る
と
し
、
財
政
上
の
理
由
か
ら
慎
重
に
考

慮
す
べ
き
で
あ
る
と
、
消
極
的
な
意
見
を
述
べ
た
。
ま
た
、
箱
館
奉
行
の
な
か

で
も
、
竹
内
は
一
挙
に
上
知
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
し
、
漸
進
論
を
主
張

し
た
。
彼
は
勘
定
吟
味
役
出
身
で
あ
る
か
ら
、
勘
定
奉
行
と
同
意
見
で
あ
っ
た

と
み
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
対
立
の
な
か
で
、
竹
内
は
「
箱
館
表
御
用
江
戸
取
扱
」
と
し

て
、
勘
定
奉
行
を
あ
て
ら
れ
た
い
と
老
中
に
上
申
し
、
認
め
ら
れ
、
石
河
政

平
、
松
平
近
直
、
川
路
聖
謨
の
三
勘
定
奉
行
が
そ
の
任
に
あ
た
る
こ
と
に
な
っ

た
。
そ
の
結
果
、
一
八
五
四
年
暮
の
幕
議
で
は
、
勘
定
奉
行
や
竹
内
の
意
見
が

強
く
反
映
し
た
ら
し
く
、
と
り
あ
え
ず
、
東
蝦
夷
地
の
み
の
上
知
と
い
う
、
彼

等
の
漸
進
案
が
決
定
さ
れ
ん
と
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
松
前
城
下
を
除
く
、
東

西
蝦
夷
地
の
同
時
上
知
を
主
張
し
て
、
勘
定
奉
行
と
対
立
す
る
堀
は
自
案
を
実
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現
さ
せ
る
べ
く
、
一
八
五
五
（
安
政
二
）
年
正
月
、「
箱
館
表
御
用
江
戸
取
扱
」

に
、
こ
れ
ま
で
の
勘
定
奉
行
に
加
え
て
目
付
を
参
画
さ
せ
る
こ
と
を
老
中
に
上

申
し
、
許
可
を
え
た
。
目
付
を
こ
れ
に
加
え
て
、
幕
議
を
自
分
に
有
利
に
運
ぼ

う
と
す
る
堀
の
画
策
で
あ
る
。
翌
月
に
い
た
り
、
老
中
阿
部
は
堀
の
意
見
を
入

れ
て
、
松
前
城
下
を
除
く
全
領
一
円
上
知
を
指
示
し
、
そ
れ
を
箱
館
奉
行
預
り

と
し
た
。

一
八
五
五
年
以
降
、
従
来
の
強
硬
な
鎖
国
論
か
ら
一
転
し
て
積
極
的
な
開

国
・
交
易
論
を
主
張
す
る
よ
う
に
な
っ
た
目
付
層
と
、
そ
れ
に
消
極
的
な
勘
定

奉
行
と
の
意
見
の
対
立
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
先
学
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
前
年
か
ら
蝦
夷
地
上
知
問
題
で
、
す
で
に
両
者
は
対
立
し
て
い
た
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
勘
定
奉
行
が
原
則
的
に
蝦
夷
地
の
上
知
に
賛
成
し
て
い
る
の
で

あ
る
か
ら
、
両
者
の
対
立
は
徳
川
斉
昭
が
言
う
よ
う
に
、
内
々
の
喧
嘩
と
い
う

ほ
ど
の
も
の
で
あ
り
、
基
本
的
な
対
立
に
発
展
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

　

む
し
ろ
、
阿
部
政
権
に
と
っ
て
障
害
と
な
っ
た
の
は
、
溜
間
詰
大
名
を
中
心

と
す
る
保
守
的
勢
力
の
反
対
で
あ
っ
た
。
な
か
で
も
溜
間
詰
大
名
と
関
係
が
強

い
老
中
松
平
乗
全
、
同
松
平
忠
固
等
の
動
き
が
注
目
さ
れ
る
。
上
知
直
後
の

一
八
五
五
年
四
月
、
松
前
藩
は
こ
れ
を
不
満
と
し
、
仙
台
藩
を
仲
介
に
し
て
、

旧
領
安
堵
の
工
作
を
展
開
し
た
。
仙
台
藩
で
は
松
平
乗
全
へ
松
前
藩
の
嘆
願
書

を
手
渡
し
た
。
こ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
か
、
阿
部
に
批
判
的
な
老
中
と
仙
台
藩

の
結
び
つ
き
の
可
能
性
を
危
惧
す
る
向
が
あ
っ
た
。
一
八
五
五
年
八
月
、
松
平

乗
全
、
同
忠
固
の
両
者
が
老
中
を
退
く
が
、
こ
れ
に
関
し
て
、「
昨
夢
紀
事
」

の
著
者
中
根
雪
江
は
、
両
者
が
松
前
藩
へ
の
旧
領
安
堵
を
主
張
し
、
老
中
阿
部

の
上
知
案
に
反
対
し
た
た
め
の
罷
免
で
あ
る
と
の
巷
説
が
あ
る
と
記
し
て
い

る
。
徳
川
斉
昭
も
彼
等
が
老
中
の

に
い
る
と
蝦
夷
地
問
題
に
差
支
え
が
あ
る

と
阿
部
に
彼
等
の
罷
免
を
進
言
し
て
い
る
こ
と
は
、
そ
れ
が
事
実
に
近
い
こ
と

を
匂
わ
せ
て
い
る
。
積
極
的
な
幕
府
の
改
革
を
志
向
す
る
老
中
阿
部
と
溜
間
詰

大
名
等
の
意
向
を
代
弁
す
る
保
守
的
な
両
老
中
と
の
対
立
は
つ
と
に
著
明
で
あ

る
が
、
蝦
夷
地
上
知
策
と
い
う
重
要
な
政
策
を
め
ぐ
っ
て
も
、
鋭
く
対
立
し
て

い
た
の
で
あ
り
、
目
付
層
や
箱
館
奉
行
と
勘
定
奉
行
な
ど
の
意
見
の
違
い
な
ど

よ
り
は
、
幕
府
内
の
よ
り
基
本
的
な
対
立
で
あ
っ
た
。

　

一
八
五
五
年
三
月
、
堀
等
の
上
申
に
従
い
、
仙
台
・
盛
岡
・
津
軽
・
秋
田
の

四
藩
に
、
幕
府
は
蝦
夷
地
警
衛
を
命
じ
た
。
仙
台
藩
は
、
単
な
る
勤
番
に
つ
い

て
難
色
を
示
し
、
自
分
の
持
場
一
円
の
分
割
給
与
を
要
求
し
た
。
ま
た
、
秋
田

藩
は
そ
の
前
年
一
〇
月
に
、
蝦
夷
地
警
衛
を
幕
府
に
内
願
し
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
指
定
さ
れ
た
警
衛
場
所
の
調
査
の
結
果
、
と
う
て
い
責
任
を
果
た
す

こ
と
が
不
可
能
で
あ
る
と
拒
否
す
る
態
度
に
出
た
。
東
北
諸
藩
の
こ
の
よ
う
な

動
向
は
、
老
中
阿
部
を
中
心
と
す
る
改
革
政
策
に
批
判
的
な
意
味
合
い
を
持
っ

て
お
り
、
阿
部
と
対
立
す
る
溜
間
詰
大
名
や
保
守
的
勢
力
と
東
北
諸
藩
の
結
び

つ
き
に
そ
の
ま
ま
結
果
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
松
前
藩
の
政
治
的
工
作
が
仙

台
藩
と
松
前
藩
を
結
び
つ
け
た
か
に
み
え
る
事
実
と
あ
い
ま
っ
て
、
保
守
的
勢

力
と
東
北
諸
藩
の
合
体
の
可
能
性
が
、
相
対
的
に
開
明
的
な
改
革
を
志
向
す
る

阿
部
勢
力
の
側
か
ら
、
憂
慮
す
べ
き
政
治
問
題
に
発
展
す
る
の
で
は
な
い
か
と

危
惧
さ
れ
た
。
阿
部
自
身
一
八
五
五
年
十
二
月
、
勘
定
、
箱
館
両
奉
行
に
、
蝦

夷
地
開
拓
費
用
に
よ
る
幕
府
財
政
の
圧
迫
か
ら
、警
備
大
名
の
領
ヶ
地
に
し
て
、

私
領
同
様
に
心
得
さ
せ
た
方
が
蝦
夷
地
政
策
が
成
功
す
る
と
い
う
人
が
い
る
と

い
う
事
情
を
理
由
に
、
蝦
夷
地
の
幕
府
直
轄
支
配
に
再
考
を
促
し
て
い
る
。
こ

の
こ
と
は
、
仙
台
藩
の
警
衛
地
の
分
割
要
求
と
絡
ん
で
、
大
名
へ
の
分
割
と
彼

等
の
直
接
支
配
を
支
持
す
る
保
守
的
な
動
き
の
根
強
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。
こ
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れ
に
対
し
、
堀
な
ど
は
、
仙
台
や
秋
田
藩
の
要
求
を
断
固
拒
絶
し
て
幕
府
の
命

令
に
服
さ
せ
、
従
来
通
り
幕
府
の
直
轄
支
配
を
主
張
し
た
。

　

一
方
、
堀
等
の
方
針
を
支
持
し
た
の
は
徳
川
斉
昭
や
越
前
藩
主
の
松
平
慶
永

で
あ
る
。
斉
昭
は
直
接
幕
政
に
関
与
で
き
る
立
場
に
あ
り
、
強
硬
な
上
知
支
持

者
で
あ
っ
た
こ
と
は
前
述
し
た
。
ま
た
、
慶
永
は
幕
府
の
蝦
夷
地
上
知
策
を
支

持
し
つ
つ
、反
阿
部
勢
力
や
仙
台
藩
の
動
向
な
ど
を
探
知
し
て
い
た
。
そ
し
て
、

彼
は
阿
部
に
期
待
し
つ
つ
、
斉
昭
や
薩
摩
藩
の
島
津
斉
彬
等
と
対
策
を
講
じ
よ

う
と
し
て
い
た
。

　

こ
こ
で
付
け
加
え
て
置
き
た
い
の
が
、
後
日
、
将
軍
継
嗣
問
題
で
一
橋
派
の

中
心
的
役
割
を
担
っ
た
慶
永
の
側
近
橋
本
左
内
の
蝦
夷
地
政
策
で
あ
る
。
左
内

は
慶
永
と
同
様
、
雄
藩
連
合
政
権
と
い
う
国
政
改
革
構
想
を
持
っ
て
い
た
が
、

左
内
は
そ
の
一
環
と
し
て
、
宇
和
島
藩
主
の
伊
達
宗
城
や
土
佐
藩
主
山
内
容
堂

な
ど
を
、
蝦
夷
地
政
策
の
責
任
者
に
あ
て
る
べ
き
だ
と
主
張
し
た
。
慶
永
の
い

う
蝦
夷
地
統
治
責
任
者
と
し
て
の
「
総
裁
の
仁
」
と
は
そ
れ
に
あ
た
ろ
う
。
ま

た
、
左
内
の
弟
子
に
あ
た
る
福
井
藩
士
横
山
猶
蔵
は
や
は
り
雄
藩
連
合
政
権
の

立
場
か
ら
蝦
夷
地
担
当
の
責
任
者
に
薩
摩
藩
主
島
津
斉
彬
や
肥
前
藩
主
鍋
島
斉

正
な
ど
を
あ
て
る
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
一
方
、
堀
は
蝦
夷
地
開
拓
の

成
功
を
願
う
な
ら
、
大
禄
の
者
を
そ
の
責
任
者
に
配
す
べ
き
だ
と
い
う
。
大
禄

の
者
と
は
ど
の
よ
う
な
人
物
か
不
明
で
あ
る
が
、
大
坂
城
代
か
若
年
寄
ク
ラ
ス

の
人
物
を
蝦
夷
地
統
治
責
任
者
に
配
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
斉
昭
の
構
想
に
近

い
か
も
し
れ
な
い
。
幕
府
権
力
の
強
化
を
課
せ
ら
れ
て
い
る
堀
と
左
内
な
ど
の

意
見
に
相
違
が
あ
る
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
蝦
夷
地
政
策
の
責
任
者
に
有
力
な

大
名
を
配
置
す
る
と
い
う
点
で
、
両
者
に
は
交
錯
す
る
接
点
も
持
っ
て
い
た
。

　

三
、
場
所
請
負
制
度
に
つ
い
て

　

蝦
夷
地
政
策
に
関
わ
る
重
要
な
課
題
の
一
つ
に
場
所
請
負
制
度
の
問
題
が
あ

る
。
商
人
資
本
の
場
所
請
負
制
度
に
対
す
る
堀
等
の
危
惧
は
、
ア
イ
ヌ
を
中
心

と
す
る
零
細
な
漁
民
と
、
あ
く
ど
い
利
益
追
求
を
行
う
場
所
請
負
商
人
の
対
立

に
誘
発
さ
れ
て
い
る
が
、
同
時
に
、
幕
府
直
轄
支
配
に
対
す
る
強
硬
な
反
対
論
、

あ
る
い
は
勘
定
奉
行
等
の
漸
進
論
の
根
拠
を
な
す
幕
府
財
政
負
担
の
重
荷
と
深

く
関
っ
て
い
た
。

　

当
初
、
箱
館
奉
行
の
間
で
は
こ
の
問
題
に
関
す
る
意
見
が
必
ず
し
も
一
致
し

て
い
な
か
っ
た
し
、
む
し
ろ
、
請
負
制
度
廃
止
に
傾
い
て
い
た
ふ
し
が
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
奉
行
所
設
置
に
伴
う
物
資
調
達
・
為
替
取
組
な
ど
に
御
用
達
商
人

が
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
れ
に
は
、
江
戸
の
商
人
で
有
力
な
場
所
請
負
人
で
も
あ

る
栖
原
六
右
エ
門
や
伊
達
林
右
エ
門
を
あ
て
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
ま
た
、
蝦

夷
地
の
上
知
が
場
所
請
負
制
度
の
廃
止
に
連
な
る
こ
と
を
恐
れ
た
請
負
人
の
動

揺
が
、
反
上
知
運
動
に
結
び
つ
く
こ
と
を
、
箱
館
奉
行
は
危
惧
せ
ざ
る
を
え
な

か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
箱
館
奉
行
は
一
八
五
五
年
七
月
、
場
所
請

負
制
度
を
従
来
通
り
存
続
す
る
と
い
う
結
論
を
出
し
、
老
中
に
上
申
し
た
。
一

方
、
老
中
阿
部
は
蝦
夷
地
開
拓
費
用
の
幕
府
財
政
圧
迫
が
、
幕
府
の
蝦
夷
地
政

策
批
判
を
煽
る
こ
と
を
恐
れ
、
こ
の
費
用
を
蝦
夷
地
内
で
捻
出
す
る
独
立
採
算

制
を
箱
館
奉
行
に
指
示
し
た
。
そ
こ
で
、
箱
館
奉
行
は
、
場
所
請
負
人
か
ら
の

運
上
金
を
そ
れ
に
あ
て
る
と
い
う
要
望
書
を
老
中
に
提
出
し
、
場
所
請
負
人
と

妥
協
し
つ
つ
、
蝦
夷
地
経
営
を
行
う
こ
と
を
決
意
し
た
。

　

だ
が
、
箱
館
奉
行
の
こ
の
よ
う
な
方
針
に
反
対
し
た
の
は
、
他
な
ら
ぬ
勘
定

奉
行
で
あ
る
。
彼
等
は
場
所
請
負
制
度
を
廃
止
し
て
、
こ
れ
を
幕
府
直
営
と
す
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べ
き
こ
と
を
主
張
し
た
。
か
か
る
両
者
間
の
対
立
の
調
整
は
は
な
は
だ
困
難
で

あ
っ
た
ら
し
く
、
一
八
五
六
年
（
安
政
三
）
年
一
一
月
に
老
中
は
、
幕
府
直
轄

支
配
と
い
う
点
で
、
箱
館
奉
行
の
意
見
を
採
用
し
つ
つ
も
、
場
所
請
負
制
度
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
を
廃
止
す
る
と
い
う
折
衷
案
を
両
者
に
指
示
し
て
い
る
。

　

結
局
の
と
こ
ろ
、
こ
の
よ
う
な
対
立
は
、
経
済
政
策
の
実
施
に
あ
た
っ
て
、

商
人
資
本
の
経
済
活
動
を
如
何
に
評
価
す
る
か
に
関
っ
て
い
る
。
そ
の
点
で
想

起
す
べ
き
は
、
開
国
後
の
対
外
政
策
を
め
ぐ
っ
て
展
開
さ
れ
る
幕
府
内
の
意
見

の
対
立
で
あ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
も
、
先
学
に
よ
っ
て
、
岩
瀬
を
中
心
と
す
る

海
防
掛
目
付
は
商
人
資
本
の
相
対
的
に
自
由
な
商
業
活
動
を
前
提
に
、
積
極
的

な
自
由
貿
易
策
を
主
張
し
た
の
に
対
し
、
海
防
掛
勘
定
奉
行
・
同
吟
味
役
は
外

国
貿
易
そ
の
も
の
に
消
極
的
で
あ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
商
人
資
本
の
貿
易
参
加

を
抑
え
て
、
幕
府
自
か
ら
の
手
に
な
る
官
貿
易
主
義
を
主
張
し
て
対
立
し
た
と

指
摘
さ
れ
た
点
に
注
目
し
た
い
。
こ
の
よ
う
な
外
国
貿
易
に
関
す
る
両
者
の
対

立
の
な
か
で
、
箱
館
奉
行
の
意
見
は
、
抽
象
的
で
明
確
さ
を
欠
い
て
い
る
も
の

の
、
結
論
的
な
と
こ
ろ
で
、
海
防
掛
目
付
の
そ
れ
に
近
い
。
た
と
え
ば
、
海
防

掛
目
付
の
積
極
的
な
出
貿
易
、
長
崎
・
下
田
・
箱
館
三
港
の
同
時
開
港
、
諸
大

名
の
貿
易
参
加
許
容
等
の
主
張
に
対
し
、
勘
定
奉
行
は
消
極
的
か
つ
批
判
的
で

あ
る
。
こ
れ
ら
と
の
対
比
で
、
箱
館
奉
行
が
主
張
し
た
軍
用
船
の
箱
館
配
置
と

そ
の
交
易
へ
の
活
用
、
三
港
同
時
開
港
、
蝦
夷
地
警
衛
諸
藩
に
対
す
る
交
易
利

益
の
配
分
等
は
、
基
本
的
な
点
で
、
海
防
掛
目
付
の
構
想
に
近
い
と
い
え
よ
う
。

そ
し
て
、
海
防
掛
目
付
層
の
積
極
的
な
交
易
策
が
、
一
見
自
由
貿
易
主
義
的
色

彩
を
帯
び
て
い
る
点
で
は
、
商
人
資
本
の
商
業
活
動
に
比
較
的
寛
容
で
あ
り
、

い
わ
ば
そ
の
前
提
に
立
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
勘
定
奉
行
の
主
張
す
る
官
貿
易

が
商
人
資
本
に
対
す
る
抑
圧
に
帰
結
す
る
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
両
者
の
相
違
に

注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
場
所
請
負
制
度
に
関
し
、
勘
定

奉
行
が
そ
の
廃
止
と
幕
府
の
直
接
経
営
を
主
張
し
、
海
防
掛
目
付
に
近
い
箱
館

奉
行
が
そ
の
存
続
に
固
執
し
つ
つ
、場
所
請
負
商
人
の
利
害
と
妥
協
し
た
の
は
、

後
者
の
現
実
主
義
的
傾
向
と
あ
い
ま
っ
て
、
商
人
資
本
に
対
す
る
両
者
の
硬
軟

両
様
の
対
応
の
相
違
に
よ
る
も
の
と
い
え
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
前
述
し
た
場
所
請
負
制
度
の
廃
止
と
い
う
一
八
五
六
年
一
一
月

の
老
中
の
指
令
を
受
け
る
や
、
箱
館
奉
行
は
、
そ
の
存
続
と
い
う
彼
等
の
主
張

を
貫
徹
す
る
た
め
、
従
来
ま
で
の
権
益
を
保
持
せ
ん
と
す
る
場
所
請
負
商
人
と

の
密
接
な
連
繋
の
も
と
に
、
蝦
夷
地
の
開
拓
費
用
を
捻
出
す
る
た
め
の
新
し
い

仕
法
と
し
て
、
箱
館
産
物
会
所
の
設
置
構
想
を
提
案
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ

の
構
想
は
、
勘
定
奉
行
な
ど
が
危
惧
す
る
蝦
夷
地
開
拓
費
用
に
よ
る
幕
府
財
政

圧
迫
の
打
開
策
と
し
て
、
彼
等
が
主
張
す
る
場
所
請
負
制
度
の
廃
止
と
、
幕
府

の
直
営
化
を
抑
え
、
そ
れ
を
止
揚
す
る
た
め
の
有
効
な
手
段
と
考
え
ら
れ
た
ら

し
く
、
種
々
の
屈
曲
を
経
つ
つ
、
老
中
の
認
め
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
具
体
化
さ

れ
て
ゆ
く
。
そ
れ
と
同
時
に
、
場
所
請
負
制
度
に
つ
い
て
も
、
一
八
五
七
（
安

政
四
）
年
八
月
に
、
こ
れ
を
存
続
さ
せ
る
と
い
う
老
中
の
正
式
な
決
定
が
行
わ

れ
、
こ
こ
で
、
箱
館
奉
行
の
意
見
が
全
面
的
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

四
、
井
伊
直
弼
政
権
の
成
立
と
蝦
夷
地
政
策

　

一
八
五
八
（
安
政
五
）
年
四
月
、
保
守
的
性
格
を
持
つ
溜
間
詰
大
名
の
筆
頭

で
あ
る
井
伊
直
弼
が
大
老
と
な
り
、
井
伊
政
権
が
成
立
し
た
。
そ
し
て
井
伊
は

将
軍
継
嗣
問
題
で
一
橋
派
と
対
立
す
る
南
紀
派
の
中
心
人
物
で
あ
る
。
こ
の
政

権
の
他
の
政
策
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
老
中
阿
部
・
同
堀
田
時
代
の
蝦
夷
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地
政
策
も
保
守
的
、
か
つ
、
消
極
的
な
性
格
を
帯
び
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ

う
に
井
伊
政
権
は
蝦
夷
地
に
対
す
る
関
心
を
薄
め
て
ゆ
く
。
一
八
五
八
年
一
〇

月
、
一
橋
派
の
一
人
と
し
て
活
躍
し
た
目
付
津
田
半
三
郎
が
箱
館
奉
行
に
転
出

さ
せ
ら
れ
た
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
左
遷
で
あ
る
。
こ
の
た
め
箱
館
奉
行
所
は
堀

や
津
田
な
ど
、
阿
部
に
抜
擢
さ
れ
た
吏
僚
層
の
溜
場
の
観
を
呈
し
た
。
そ
れ
だ

け
に
、
こ
こ
で
は
老
中
阿
部
・
堀
田
時
代
の
積
極
的
な
政
策
を
継
承
し
つ
つ
、

外
国
貿
易
に
対
応
し
う
る
柔
軟
な
構
想
を
生
み
出
す
余
地
を
残
し
て
い
た
。
し

か
し
、
井
伊
政
権
の
消
極
性
は
、
彼
等
の
積
極
的
な
政
策
を
受
け
入
れ
る
ど
こ

ろ
か
、
む
し
ろ
、
そ
れ
否
定
す
る
傾
向
が
強
か
っ
た
。

　

す
な
わ
ち
、
一
八
五
九
（
安
政
六
）
年
九
月
、
老
中
は
勤
番
警
衛
の
東
北
六

藩
に
対
し
て
、
蝦
夷
地
の
分
割
・
譲
渡
を
行
い
、
幕
府
直
轄
支
配
を
否
定
す
る

に
い
た
っ
た
。
阿
部
時
代
の
幕
府
直
轄
支
配
と
東
北
諸
藩
の
勤
番
警
衛
の
強
制

に
対
し
、
仙
台
藩
の
警
衛
地
割
譲
要
求
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
他
の
大
名
へ
の
分

割
と
彼
等
へ
の
統
治
委
任
を
主
張
す
る
勢
力
が
い
た
こ
と
は
前
述
し
た
通
り
で

あ
る
が
、
井
伊
政
権
に
お
い
て
そ
れ
が
実
現
し
た
こ
と
は
、
そ
の
よ
う
な
政
策

を
固
持
し
て
い
た
の
が
、
他
な
ら
ぬ
溜
間
詰
大
名
を
中
心
に
し
た
保
守
的
勢
力

で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
基
本
的
な
政
策
の
転
換
に
接

し
た
箱
館
奉
行
は
一
八
五
九
年
十
二
月
、
諸
藩
へ
の
蝦
夷
地
割
譲
が
、
諸
藩
船

舶
の
自
由
な
渡
海
と
抜
荷
、
密
貿
易
の
弊
害
を
生
じ
、
す
で
に
機
能
し
て
い
る

箱
館
産
物
会
所
の
利
益
に
も
反
す
る
と
し
て
、
批
判
的
な
態
度
を
表
明
し
た
。

だ
が
、
結
局
の
と
こ
ろ
は
、
箱
館
・
松
前
両
港
に
お
け
る
船
改
め
と
出
入
役
銭

の
徴
収
権
、
お
よ
び
、
新
規
漁
業
経
営
の
認
可
等
の
権
限
だ
け
を
、
か
ろ
う
じ

て
、
箱
館
奉
行
の
手
に
留
保
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

　

ま
た
、
箱
館
奉
行
は
一
八
五
九
年
二
月
、
老
中
阿
部
時
代
か
ら
の
懸
案
で
あ

っ
た
、
外
国
へ
の
積
極
的
な
出
貿
易
を
老
中
に
上
申
し
、
外
国
と
交
易
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
富
国
の
基
本
と
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
た
。
彼
等
の
こ

の
よ
う
な
上
申
と
如
何
な
る
関
係
に
あ
っ
た
か
は
明
確
で
な
い
が
、
一
八
五
九

年
八
月
に
、
や
は
り
一
橋
派
と
し
て
活
躍
し
た
外
国
奉
行
水
野
忠
徳
も
中
国
へ

商
船
を
派
遣
す
べ
し
と
老
中
に
上
申
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
井
伊
の
側
近

長
野
義
言
は
、
何
事
も
外
国
人
の
言
う
事
は
良
い
と
考
え
、
こ
れ
を
信
用
し
て
、

軍
艦
を
造
り
、
外
国
へ
交
易
の
た
め
に
遣
す
べ
き
だ
と
申
し
立
て
て
い
る
者
が

い
る
と
し
、
こ
れ
は
朝
廷
の
意
向
に
反
す
る
と
し
て
批
判
し
て
い
る
。
し
て
み

る
と
、長
野
に
影
響
さ
れ
る
井
伊
が
出
貿
易
の
上
申
に
何
等
の
指
示
も
与
え
ず
、

無
視
し
た
の
は
当
然
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
一
八
五
九
年
三
月
、
箱
館
奉
行
は
、
蝦
夷
地
産
物
に
つ
い
て
、
従
来

ま
で
の
沖
ノ
口
役
銭
と
外
国
貿
易
に
伴
う
関
税
取
得
と
の
関
連
に
ふ
れ
、
箱
館

の
外
国
貿
易
が
問
屋
商
人
を
介
在
し
て
行
わ
れ
て
い
る
現
実
を
踏
ま
え
、
貿
易

関
税
の
取
立
に
つ
い
て
も
、
従
来
の
内
国
交
易
に
お
け
る
沖
ノ
口
役
銭
の
徴
収

と
合
わ
せ
て
、
問
屋
が
取
扱
う
こ
と
に
し
た
い
と
上
申
し
た
。
こ
の
よ
う
な
箱

館
奉
行
の
意
向
は
同
年
同
月
箱
館
町
年
寄
蛯
子
砥
平
の
貿
易
仕
法
の
上
申
書
と

関
係
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
は
箱
館
に
お
け
る
外
国
と
の
交

易
が
繁
栄
す
る
よ
う
、
市
中
の
問
屋
商
人
を
「
交
易
名
目
人
」
と
し
、
諸
国
よ

り
集
ま
る
商
人
の
貿
易
参
加
を
彼
等
「
名
目
人
」
を
介
し
て
行
わ
せ
た
い
と
い

う
。
さ
ら
に
、
市
中
一
般
問
屋
の
外
、
問
屋
商
人
以
外
の
市
中
商
人
に
も
「
名

目
人
」
を
拡
大
し
、
ゆ
る
や
か
な
組
織
を
仲
介
に
し
て
、
貿
易
の
振
興
を
計
り

た
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
商
人
資
本
の
主
体
的
な
外
国
と
の
貿
易

に
対
す
る
方
針
を
背
景
に
し
た
の
が
、
箱
館
奉
行
の
上
申
書
で
あ
る
と
み
ら
れ

る
。
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こ
れ
に
対
す
る
老
中
の
指
令
は
、
沖
ノ
口
役
銭
の
徴
収
は
従
来
通
り
商
人
資

本
の
取
り
扱
い
と
す
る
こ
と
を
認
め
た
も
の
の
、
貿
易
関
税
に
関
し
て
は
、
箱

館
だ
け
問
屋
の
取
扱
い
と
す
る
な
ら
ば
、
条
約
の
趣
旨
に
反
す
る
と
し
て
、
箱

館
奉
行
の
提
案
を
拒
否
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
年
同
月
、
箱
館
奉
行
は
、
彼
等

と
商
人
資
本
の
協
調
を
物
語
る
か
の
よ
う
に
、
沖
ノ
口
役
銭
の
増
収
に
か
ん
が

み
、そ
れ
に
尽
力
し
た
問
屋
商
人
に
褒
賞
を
与
え
る
べ
く
老
中
に
上
申
し
た
が
、

評
議
の
結
果
は
、
井
伊
政
権
に
よ
っ
て
顔
触
れ
を
一
新
さ
せ
ら
れ
た
勘
定
奉
行

の
反
対
で
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

つ
い
で
、
一
八
五
九
年
一
一
月
、
今
度
は
箱
館
奉
行
支
配
定
役
大
橋
宥
之

助
以
下
六
人
の
者
が
、
支
配
組
頭
河
津
三
郎
太
郎
以
下
同
諸
役
の
者
を
介
し

て
、
交
易
商
法
に
関
す
る
注
目
す
べ
き
上
申
書
を
奉
行
に
提
出
し
た
。
彼
等
が

い
う
に
は
、
自
由
貿
易
主
義
の
原
則
に
た
っ
て
、
外
国
人
が
運
上
所
は
も
ち
ろ

ん
、
幕
府
の
取
計
に
嫌
疑
を
抱
く
よ
う
で
は
、
新
た
な
交
易
仕
法
を
た
て
な
け

れ
ば
、
密
貿
易
の
取
締
り
な
ど
は
不
可
能
に
な
る
。
そ
こ
で
、
自
由
貿
易
の
原

則
に
反
し
な
い
、
商
人
の
ゆ
る
や
か
な
組
織
を
作
り
、
重
立
っ
た
者
を
元
〆
に

任
じ
、
町
年
寄
に
取
締
ら
せ
、
か
つ
、
問
屋
中
よ
り
世
話
人
を
選
ん
で
、
正
し

い
取
引
を
行
わ
せ
る
べ
き
だ
と
い
う
。
こ
れ
は
ど
う
み
て
も
前
述
し
た
町
年
寄

蛯
子
の
構
想
と
同
一
線
上
に
あ
る
。
し
か
も
、
幕
府
で
は
少
し
も
こ
れ
に
干
与

し
な
い
と
い
う
自
由
貿
易
主
義
に
立
脚
し
、
同
時
に
、
蝦
夷
地
警
衛
の
東
北
諸

藩
を
中
心
に
、
箱
館
に
お
け
る
交
易
参
加
を
認
め
て
、
こ
れ
ら
諸
藩
に
も
貿
易

の
利
益
に
あ
ず
か
ら
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

一
八
五
九
年
二
月
、
大
橋
宥
之
助
が
盛
岡
藩
箱
館
留
守
居
役
の
者
へ
、
国
産
品

の
箱
館
に
お
け
る
積
極
的
な
貿
易
を
進
言
し
、
河
津
な
ど
も
こ
れ
を
支
持
し
た

事
実
が
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
配
下
の
役
人
の
構
想
を
是
認
し
た
と
こ
ろ
で
、
蝦
夷
地
政
策
に

消
極
的
態
度
に
終
始
す
る
井
伊
政
権
の
も
と
で
、
如
何
と
も
な
し
え
な
か
っ
た

の
が
箱
館
奉
行
の
立
場
で
あ
っ
た
。
そ
の
な
か
で
、
唯
一
箱
館
奉
行
が
推
進
出

来
た
の
は
、
産
物
会
所
の
設
置
に
よ
る
蝦
夷
地
産
物
の
、
全
国
的
規
模
で
の
統

制
政
策
で
あ
る
。
こ
の
政
策
が
本
格
的
に
機
能
す
る
の
は
た
し
か
に
井
伊
政
権

下
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
て
も
阿
部
・
堀
田
時
代
に
十
分
な
構
想
が
ね
ら
れ
、
す

で
に
準
備
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
外
国
と
の
通
商
問
題
が
そ
う
で
あ
っ
た

よ
う
に
、
井
伊
政
権
と
て
も
、
こ
れ
を
否
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

　

む
す
び

　

安
政
期
の
幕
府
の
蝦
夷
地
政
策
は
、
老
中
阿
部
正
弘
を
中
心
と
す
る
改
革
派

と
溜
間
詰
大
名
を
背
景
と
す
る
保
守
的
勢
力
の
対
立
点
の
一
つ
を
な
し
て
い

る
。
そ
し
て
、
海
防
掛
目
付
な
ど
の
支
持
を
え
た
か
に
み
え
る
箱
館
奉
行
と
勘

定
奉
行
の
間
の
対
立
も
顕
在
化
し
た
が
、
原
則
的
に
は
箱
館
奉
行
と
く
に
堀
の

意
見
が
取
り
入
れ
ら
れ
つ
つ
、
幕
府
の
蝦
夷
地
政
策
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
そ
の
中
心
政
策
が
、
蝦
夷
地
の
上
知
と
幕
府
の
直
轄
支
配
や
、
場
所
請

負
制
度
の
継
続
な
ど
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
井
伊
直
弼
を
中
心
と
す
る
保
守
的

勢
力
が
成
立
す
る
や
、
幕
府
の
蝦
夷
地
政
策
が
消
極
的
傾
向
を
帯
び
る
だ
け
で

な
く
、
幕
府
の
直
轄
支
配
が
否
定
さ
れ
、
守
衛
諸
藩
に
蝦
夷
地
を
分
割
給
与
す

る
な
ど
、
基
本
的
な
修
正
が
加
え
ら
れ
た
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
幕
府
の
蝦
夷
地
政
策
が
、
安
政
改
革
を
推
進
し
よ
う
と

す
る
改
革
派
と
、
そ
れ
と
対
立
す
る
溜
間
詰
大
名
を
背
景
と
す
る
保
守
的
勢
力

と
の
間
の
対
立
と
、内
面
で
深
く
絡
ま
り
あ
っ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
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